
   
令和８年６月２６日  
江東区立大島中学校  給食･食育だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も暑い夏がやってきます。すでに気温の高い日が続いていますが、夏本番はこ

れからです。こまめな水分補給で熱中症を予防するとともに、食事をしっかりとって

体力をつけ、暑さに負けない体づくりをしましょう。 

給食のない日の昼ごはんには、チャーハンやパスタ、焼きそばなど、ごはん料理やめん料理が定番という、

ご家庭も多いのではないでしょうか。このような料理を原因とする「セレウス菌」食中毒が、夏に多く発生し

ています。セレウス菌は土壌や河川、空気中など自然環境に広く存在しており、穀類や野菜など農産物にも付

着しています。加熱しても「芽胞」という熱に強い形になるため、完全に死滅させることはできません。さら

に、30℃前後の室温で長時間放置すると菌が増え、下痢や腹痛または嘔吐を引き起こします。 

調理後は 

室温に放置せず、

なるべく早めに 

食べきる。 

野菜はよく洗う、 

食材の中心部まで 

しっかり加熱 

するなど、 

衛生的に調理する。 

料理を 

持ち歩く場合は、 

保冷剤や 

保冷バッグを使い、 

涼しい所で保管する。 

料理は小分けにして冷まし、

冷蔵庫で保管する。 

ビタミンチャージで夏を健康に！ 

 夏の強い日差しや厳しい暑さは、体にとっては大きなストレスになります。日頃から栄養

のバランスがとれた食事をしていないと、こうしたストレスで体の抵抗力が低下し、夏かぜ

をひいたり、疲れやすくなったりします。そこでとくに意識してとりたいのが「ビタミン」

という栄養素です。野菜や果物に多いビタミン Cはストレスから体を守ります。体がストレ

スを感じると、ストレスに対抗するホルモンを作るために、ビタミン Cが体内でたくさん消

費されます。ビタミン B1は、炭水化物がエネルギーに変わるのを助けます。暑いとそうめん

など、冷たくてのどごしの良いものだけの食事になりがちです。とくにアイスやジュースな

ど甘いおやつをとる機会が増えるこの時期は意識してとりたい栄養素です。 

ビタミン Cもビタミン B1のどちらも水に溶けやすい性質をもっています。 

体に留まらず、汗などともに体外に出やすいので、毎日しっかりとりましょう。 

 

 ６月３日（水）は台風により「休校」のため、３日に提供予

定だった「日向夏」を４日に提供しました。（八百屋の検品を

受け、問題ありませんでした） 

お知らせ 
 

PTA給食試食会 

があります 

７月８日（水） 


